
手待時間とは、材料や工具の手配不良のために作業がで

きずに待機している時間や、停電や不慮の事故で作業を

中止せざるを得なかった時間等のいわゆるアイドル・タ

イムである。このような手待時間はすべて支払賃金の対

象となってしまうが、原価計算上は、その原因によって

は非原価としなければならないものもある。このうち、

臨時的、偶発的原因によるものは非原価とし、管理者の

管理可能な原因によるものは原価として処理される。

原価維持や原価改善は、ともに施工段階で用いられる原

価管理システムの構成要素となる活動で、このうち原価

維持は、実際原価の発生額を標準原価管理等を通じて維

持しようとする活動であるのに対し、原価改善とは、標

準原価を下回る原価水準の達成に向けて原価改善に携わ

る従業員を動機づける原価管理活動である。「改善」と

いう呼称には、現状に満足せず更に高い目標を掲げ継続

的な努力を行う姿勢のニュアンスが込められている。
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